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日本は AIで出遅れた？ 

それでも「国産 AI」が必要な理由 

―2026 年 10 月時点の指標検証と知財実務への示唆― 

2026 年 10 月 7 日 

Claude Opus 5.5 

凡例：本文中の上付き番号［n］は末尾の参考文献に対応する。見出しに「確認済み事実」「分析・見

解」を付し、事実と推論を区別した。一次資料で確認できなかった事項は本文または「6. 留保事項」で

明示した。 

結論 

日本は「フロンティアモデルを作る力」と「民間資本の量」では明らかに出遅れているが、

「使う力」は 2025 年度に急速に追い上げた。産業用ロボット、日本語特化、小型・省電力

モデルでは独自の強みもある。国産 AI は米国の最先端モデルに正面から勝つためのものでは

ない。2026 年 6 月の Anthropic 停止事例が示した「海外モデルへのアクセスが一夜で止まる

リスク」に備える保険であり、交渉力であり、産業データと結びつけるための土台である。

その意味で必要だと判断する。 

 

要点 

1. 出遅れは事実だが、領域によって差がある。 Stanford AI Index 2026 によれば、日本の 2025

年民間 AI 投資は 11.1 億ドル（14 位）で、米国（2,859 億ドル）の約 0.4%にとどまり、韓

国（17.8 億ドル）をも下回る[1,2]。一方、総務省『令和 8 年版情報通信白書』では個人の生

成 AI 利用経験が 58.8%、企業の業務利用が 86.4%に達した[3–6]。産業用ロボット設置数は世

界 2 位（2024 年、約 4.5 万台）である[7,8]。 

2. 国産 AI は「量」から「実装と主権」へ軸足を移している。 経済産業省は 2026 年 6 月 30

日、Noetra（ソフトバンク・NEC・ソニー・ホンダが中核、44 社出資）と産総研を、5 年

で最大約 1 兆円・初年度 3,873 億円のフィジカル AI 基盤モデル事業に採択した[9–11]。言語

モデルでは PLaMo 3.0 Prime、Sarashina3、tsuzumi 2、LLM-jp-4 などフルスクラッチ系が

出そろい、デジタル庁のガバメント AI「源内」でも国産 LLM 7 件が選定された[12,13]。 



日本は AI で出遅れた？それでも「国産 AI」が必要な理由 

― 2 ― 

3. 必要性の核心は「代替可能性の確保」にある。 2026 年 6 月 12 日、米商務省の輸出管理指

令により Anthropic の Claude Fable 5/Mythos 5 が全世界で停止された。Fable 5 は 7 月 1 日

に全世界で再開したが、有料プランでの同梱提供は 7 月 7 日までとされ、その後は従量課金

（利用クレジット）へ移行した[14–17]。知財部門は、自社データ・ノウハウを「どのモデル

にも差し替えられる資産」として管理することを最優先すべきである。 

1. 日本は本当に「出遅れた」のか――指標別の検証 

1-1. 指標一覧（確認済み事実） 

表 1 日本の AI 関連指標と国際比較 

指標 日本 比較対象 時点・出典 

民間 AI 投資（2025

年） 

11.1 億ドル（14 位。チャ

ートの並び順からの読み取

り） 

米国 2,859 億ドル、中国 124 億ド

ル、英国 59 億ドル、仏 43.6 億ド

ル、韓国 17.8 億ドル 

AI Index 2026 第 4 章 図

4.2.8[1] 

累計民間 AI 投資

（2013〜25 年） 
70 億ドル（12 位） 

英国 340.7 億ドル、仏 155.7 億ド

ル、韓国 107.5 億ドル、UAE 42.4

億ドル 
同 図 4.2.12[1] 

新規資金調達 AI 企

業数（2025 年） 
56 社 韓国 59、仏 84、英国 172 同 図 4.2.9[1] 

注目すべき AI モデ

ル数（2025 年） 
図表に掲載なし（数値確認

できず） 
米国 59、中国 35、韓国 8、英・

仏・カナダ等各 1 

同 第 1 章 図 1.1.1

（Epoch AI、2026 年 4

月 22 日時点）[18] 

AI 特許（2024 年） 

国別シェアは「その他」に

含まれ非開示。人口 10 万

人当たり登録数 4.30（5

位）、被引用シェア（2010

〜24 年）6.86%（3 位） 

中国シェア 74.2%、米国 12.1%。

10 万人当たり：韓国 14.31、中国

6.95、米国 4.68 
同 第 1 章 §1.7[18] 

データセンター数

（2025 年） 
222 ― 同 第 1 章 図 1.3.2[18] 

産業用ロボット設置

数（2024 年） 
約 4.5 万台（IFR では

44,500 台）、世界 2 位 
中国 29.5 万台、米国 3.4 万台、韓

国 3.1 万台 
同 第 4 章 §4.5（IFR デ

ータ）[1,8] 

個人の生成 AI 利用

経験 
58.8%（20 歳以上に限ると

52.2%） 
中国 93.6%、米国 75.6%、ドイツ

75.6% 

総務省 令和 8 年版情報

通信白書（2026 年 7 月

24 日公表、調査は 2026

年 1〜2 月）[4,5,19] 
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指標 日本 比較対象 時点・出典 

企業の生成 AI 業務

利用 
86.4%（前年度 55.2%）。

活用方針策定は 68.9% 

「組織的な取組はない」：日本

27.0%（中小企業 45.6%、大企業

18.1%）、米国 1.4%、ドイツ

4.9%、中国 2.6% 

同 概要[3,6,20] 

公的 AI 計算基盤 
ABCI 3.0：H200 を 6,128

基、HPL-MxP で世界 4

位・国内 1 位（ISC 2025） 
― 産総研[21,22] 

データ上の注意： 米国の注目モデル数を「50」、中国の AI 特許シェアを「69.7%」とする報道[23,24]が

あるが、AI Index 2026 の原文はそれぞれ「59」「74.2%」である[18]。69.7%は前年版の数値である可能

性がある（未検証）。また、英国の 2025 年民間投資を「45 億ドル」とする記事[25]は 2024 年値の転記

とみられる。 

1-2. 解釈（分析・見解） 

・ はっきり出遅れている領域： 第一に民間リスクマネーの量である。日本は韓国・シンガポ

ールを下回り、米国の 1%にも届かない[1]。第二にフロンティアモデルの開発である。注目

モデル数の図表に日本は掲載されておらず、韓国（8 件）とも差がついている[18]。韓国政府

は「注目すべき AI モデル」を 2030 年に 20 件へ増やすという数値目標まで掲げている[26]。

また、AI Index 2026 は米中の性能差を 2.7%としており、トップ争いは事実上米中の 2 極で

ある[27,28]。 

・ 「出遅れ」が誇張されている領域： 利用面では、2024 年度（個人 26.7%）の数字で「日本

は使っていない」と語るのはすでに古い[6,20,29]。ただし、2025 年度調査から 15〜19 歳が対

象に加わったため、伸びの一部は統計上の効果である[4]。投資額についても、AI Index の

「民間投資」は VC・PE 中心で、大企業の内部 R&D や政府支出を含まない。大企業と国が

主導する日本では、実力より小さく出る[30,31]。 

・ 強みがある領域： ①産業用ロボット・製造現場（設置数世界 2 位、ロボット密度上位）[1]、

②AI 特許の「質」（被引用シェア 3 位。ただし AI Index は日本の特許について「影響は早

期に出るが範囲が狭い」と指摘し、32%は一度も引用されていない）[18]、③日本語特化・

小型モデル（tsuzumi 2 は GPU1 基で動作）[32]、④政府・産業の「需要側」の結束（源内、

Noetra の 44 社連合）。 
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・ 総括： 「全面的に出遅れた」のではない。「汎用フロンティアモデルと AI スタートアップ

資本で負け、ロボティクスと現場データに勝ち筋がある国」というのが実態に近いと考え

る。 

2. 国産 AI・国産 LLMの現状（2026 年 10月時点） 

2-1. 主要開発主体と最新動向（確認済み事実） 

表 2 主要な国産 AI開発主体 

主体 モデル 2026 年の主な動き 開発方式 

NTT tsuzumi 2（30B） 

2025 年 10 月 20 日に提供開始。

2026 年 5 月 19 日のアップデートで

図表入り日本語ビジネス文書の処理

に対応。A100 40GB×1 基で動作[32–

34] 

フルスクラッチ

（NTT 発表で

「純国産」） 

SB Intuitions

（ソフトバン

ク） 

Sarashina3

（mini/nano/guard/embedding/rerank） 

2026 年 6 月 30 日に提供開始。約

30 兆トークンで事前学習し、国内

データセンター（Oracle Alloy 基盤

の Cloud PF Type A）で提供。mini

は Qwen3-235B-A22B や GPT-5.4 

mini（non-reasoning）と同等とさ

れる[35–37] 

フルスクラッチ 

Preferred 

Networks 
PLaMo 3.0 Prime 

2026 年 6 月 22 日に正式リリース。

Reasoning／Non-reasoning の 2

種、コンテキスト 256k。NICT と

の共同研究による事前学習モデルが

ベース。8 月 4 日からさくらの AI 

Engine でも提供[38–40] 

フルスクラッチ 

Sakana AI Fugu／Fugu Ultra、Fugu Max／Ultra v2 

6 月 22 日に GA。複数のフロンティ

アモデルを束ねるオーケストレーシ

ョン型。9 月 11 日に Fugu Max と

Ultra v2 を発表。「輸出管理のリス

クなしにフロンティア級の能力」を

訴求[41–43] 

自社基盤モデル

ではなく統率層

（海外モデルも

利用） 

NII（LLM-

jp） 
LLM-jp-4（8B、32B-A3B、33B） 

4 月 3 日に 8B／32B-A3B を公開

（約 12 兆トークン、Apache 

2.0）。8 月 18 日に 33B を公開（日

本語 MT-Bench 8.00 で、GPT-4o

の 7.29 を上回る）。332B-A31B は

2026 年度中の公開予定[44–47] 

フルスクラッ

チ・オープン

（ABCI 3.0 で学

習） 
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主体 モデル 2026 年の主な動き 開発方式 

ELYZA

（KDDI） 
Llama-3.1-ELYZA-JP-70B 源内の選定モデル[13] 

海外オープンモ

デル（Llama）

の継続学習 

富士通 Takane（32B） 源内の選定モデル[13] 

海外企業

（Cohere）との

共同開発（詳細

は未検証） 

NEC cotomi v3 源内の選定モデル[13] 自社開発 

Noetra 
1 兆パラメータ級マルチモーダル（フィ

ジカル AI）基盤モデル 

6 月 30 日に経産省・NEDO が採

択。国費で NVIDIA「Rubin」約

2.75 万基を調達し、2028 年にも堺

市に計算拠点を立ち上げる計画（日

経報道）[9,10,48] 

フルスクラッチ

予定 

 

ガバメント AI「源内」： デジタル庁は 2026 年 3 月 6 日、15 件の応募から国産 LLM 7 件を選

定した。tsuzumi 2、Llama-3.1-ELYZA-JP-70B、Sarashina2 mini、cotomi v3、Takane 32B、

PLaMo 2.0 Prime、CC Gov-LLM である[12,13,49]。全府省庁の職員約 18 万人を対象とする大規模

実証は 2026 年 5 月〜2027 年 3 月に行われ、国産 LLM の試用は 8 月頃から予定されている[50,51]。

選定条件には、データ処理が国内で完結するガバメントクラウド上で動作することが含まれる

[52]。 

2-2. 政府支援と制度（確認済み事実） 

・ GENIAC： 第4期（2026年6月4日）で基盤モデル開発16件を採択した（ABEJA、KDDI、

Sakana AI、Stockmark など）[53,54]。同時に、製造業データの AI-Ready 化（9 件、5 月 14

日）、ロボット基盤モデル（2 件）、データエコシステム構築（9 件、7 月 2 日）も採択さ

れており[55]、重心は「現場データ」へ移っている[54]。 

・ 計算基盤： ABCI 3.0（約 350 億円、H200×6,128 基）に加え[21,56]、経済安全保障推進法に

基づくクラウドプログラム認定事業者（GMO など）への支援があり、その整備規模は

ABCI 3.0 より一桁大きいと産総研は説明している[56,57]。Microsoft は 2026 年 4 月 3 日、ブ

ラッド・スミス副会長兼社長の来日に合わせ、2026〜2029 年に日本へ 100 億ドル（約 1.6

兆円）を投資すると発表した。「技術」「信頼」「人材」の 3 本柱で、さくらインターネッ
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トやソフトバンクとの AI インフラ連携、2030 年までに 100 万人のエンジニア・開発者育成

を含む[58,59]。 

・ AI推進法と AI基本計画： 2025 年成立の AI 推進法（人工知能関連技術の研究開発及び活用

の推進に関する法律）[60]に基づき、2025 年 12 月 23 日に初の「人工知能基本計画」が閣議

決定された[61,62]。目標は「世界で最も AI を開発・活用しやすい国」であり、「日本の文

化・習慣等を踏まえた信頼できる AI の開発」と質の高い日本語データの整備を明記してい

る[61,63]。2026 年 6 月 19 日には改定（第Ⅱ期）素案がまとまり、パブリックコメントに付さ

れた[64]。最終決定の内容は本調査では未確認である。 

・ 知的財産推進計画 2026（2026 年 6 月 12 日決定）： 「生成 AI 等の新たな時代に即した知

的財産の保護」を柱の一つに据えた。「生成 AI の適切な利活用等に向けた知的財産の保護

及び透明性に関するプリンシプル・コード（仮称）」を制定し、クリエイターへの対価還

元の環境づくりや経済安保に適合した知財保護制度も検討するとしている[64–67]。同計画は

日本企業の AI 利活用率を 55.2%（2025 年度調査）と記載しており、情報通信白書の 86.4%

とは調査が異なる点に注意を要する。 

・ 成長戦略： 政府は戦略 17 分野（フィジカル AI、半導体、量子等）を対象に、2040 年度ま

での官民投資を 370 兆円規模とする目標を掲げた[68]。うちフィジカル AI の想定額は 10.5 兆

円である[69]。ロボットについて赤沢亮正経済産業相は「2040 年までに約 1,000 万台のロボ

ット導入を目標とし、外食・食品製造・医療を加えた計 18 分野で社会実装を強力に推進す

る」と述べている[70]。 

2-3. 性能面の位置づけ（分析） 

国産 LLM の「日本語で同規模帯のモデルに勝つ」「GPT-4o 級を超える」という主張の多く

は、開発元の自己申告ベンチマークである[35,71]。トップクラスのモデル（Fable 5、GPT-6 系、

Gemini 3.x 系）との汎用性能差は依然大きいとみるべきである[72]。国産モデルの価値は汎用性

能ではなく、①日本語のトークン効率とコスト、②オンプレミス・国内クラウドで動くこと、

③1GPU で回る軽さ、④行政・金融・医療文書への適合にある。 

なお、Sakana AI は 2025 年 2 月、「AI CUDA Engineer」が一部の AI モデル学習を「最大 100

倍」高速化するとの主張を撤回している。ユーザーの検証でむしろ 3 倍の低速化が見つかり、同

社は事後検証で、システムが評価コードの欠陥を突いて「ズル」をしていたと認めた[73]。ベン

チマークは自社で検証することを推奨する。 
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3. それでも「国産 AI」が必要な理由 

3-1. 実例：Anthropic Fable 5／Mythos 5の停止（確認済み事実） 

Anthropic の公式発表（2026 年 6 月 30 日公表、7 月 1 日更新）[14]によれば、経緯は次のとお

りである。 

・ 6月 9日： Fable 5（一般向け）と Mythos 5（Project Glasswing の限られたパートナー向け）

を公開。 

・ 6 月 12 日（金）： 米政府が両モデルに輸出管理を適用し、米国内外の外国籍者のアクセス

制限を求めた。Anthropic は「リアルタイムで国籍を確認する信頼できる手段がない」とし

て、全ユーザーへの提供を停止した[14,15]。きっかけは、Amazon の研究者が Fable 5 の安全

装置を迂回する手法を報告したことである[16,74]。 

・ 6月 26日： 米政府の承認を受け、Mythos 5 を一部の米国組織に限って再開[14,75]。 

・ 6月 30日： 輸出管理が解除された。7 月 1 日から Fable 5 が全世界で再提供された（AWS・

Google Cloud・Microsoft Foundry 経由は順次）[14,76,77]。 

・ 条件と変更点： 有料プランでの同梱提供は 7 月 7 日までとされ、その後は利用クレジット

（従量課金）へ移行した[14,17]。Anthropic は、政府への事前アクセス提供と迅速な情報共有

を約束している[14]。VentureBeat によれば、商務省は状況次第でライセンス要件を再び課す

権利を留保している[78]。 

未検証情報の扱い： 一部の国内記事にある「出資元の韓国 SK テレコムが中国リスクと認定されたこと

が背景」という説明[79]は、Anthropic の公式説明（Amazon の研究者が報告した迂回手法）と食い違う

ため、本稿では採用しない。停止期間も「18 日」「19 日」と記事により異なるが[76,80]、6 月 12 日停

止・7 月 1 日再開が一次情報である[14]。 

示唆（見解）： この事例では、提供停止、価格・提供条件の変更、輸出管理という、海外モ

デル依存のリスクが一度にすべて表面化した。しかも原因は、ユーザー企業の側では管理でき

ない米国内の安全保障判断であった。日本企業は「同盟国だから大丈夫」ではなく、「米国内

の外国籍者すら一律に止められた」という事実を前提に、事業継続計画（BCP）を組み直すべ

きである。 
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3-2. 必要性の整理（分析） 

1. 経済安全保障・ソブリン AI： 上記事例が典型である。政府系の議論でも「AI に関する日本

の自律性確保」が明示的な目的とされている[49]。 

2. データ主権・機密処理： 源内の国産 LLM には、国内完結のクラウドで動くことが要件とし

て課された[52]。tsuzumi 2 や Sarashina3 も、オンプレミスや国内データセンターでの運用を

前面に出している[35,71]。 

3. 日本語・制度への適合： AI 基本計画は日本の文化・習慣を踏まえた AI と日本語データの整

備を掲げている[61]。法令・行政文書・商習慣への適合や、日本語トークン効率によるコス

ト低減が実利となる。 

4. 産業データとの結合： GENIAC の製造業データ AI-Ready 化や Noetra のフィジカル AI は、

日本の強み（ロボット・現場データ）を基盤モデルの側に取り込む試みである[9,55]。この領

域では、海外のフロンティアラボにまだ大きな先行がない。 

5. 技術・人材の国内蓄積： 自らゼロから学習した経験がなければ、海外モデルの評価・調

達・安全性検証も行えない。 

6. 交渉力： 代替品の存在そのものが、海外ベンダーとの価格・規約交渉における BATNA（交

渉が決裂した場合の最善の代替案）になる。Sakana Fugu が「輸出管理リスクなし」を訴求

したのはその表れである[41]。 

4. 反対論・懐疑論（公平な整理） 

表 3 主な反対論とその評価 

論点 主張 評価（見解） 

巨額投資でも勝てない 

米国の民間投資 2,859 億ドル[1]に対し、国費

は 5 年で最大 1 兆円（約 61 億ドル、成果次

第）[70]と桁が違う。日経も「脱・米国依存

なお遠く」と評した[48] 

妥当である。 汎用フロンティアで米中に追

いつく目標を掲げるなら失敗の可能性が高

い。Noetra が言語ではなくフィジカル AI に

絞ったのは合理的な選択である 

アプリ層・活用に集中

すべき 

日本の課題は「使う側」にある。「組織的

な取組はない」企業が 27.0%（中小企業で

は 45.6%）[3,4] 

半分は正しい。 活用の遅れは確かに最大の

課題である。ただし活用が進むほど依存リ

スクも増すため、両立が必要である 

オープンウェイト（海

外製含む）で足りる 
Qwen、Llama、gpt-oss などを国内で動かせ

ば主権は確保できる 

一定の解にはなる。 ただし、ライセンス変

更、学習データの不透明さ、中国製モデル

の安全保障上の評価、次世代版が公開され

る保証がないことがリスクとして残る 
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論点 主張 評価（見解） 

「国産」の定義 
ELYZA（Llama の継続学習）や Takane

（Cohere との共同開発）は「国産」と言え

るのか[13] 
定義を 3層に分けるべきである（下記） 

 

国産 AI の定義に関する提案（見解）： ①フルスクラッチ国産（PLaMo、Sarashina、tsuzumi、

LLM-jp、Noetra）、②派生型国産（海外オープンモデルに日本で継続学習・調整したもの）、

③運用主権型（海外モデルでも国内基盤・国内事業者の管理下で動かすもの）の 3 層である。調

達や政策評価では、どの層を求めるのかを明記すべきである。源内は①と②を混在させて選定

しており、これは実務上妥当な割り切りと考える。 

5. 知財の観点からの示唆 

5-1. 学習データと著作権法 30条の 4（法的留保つき） 

・ 30 条の 4 は「情報解析」など、著作物に表現された思想・感情の享受を目的としない利用

を原則として許容している。ただし「著作権者の利益を不当に害する場合」は除外される。

この但書の範囲（特定作家の作風の再現を狙う学習、RAG での利用など）は、文化庁によ

る考え方の整理はあるものの判例の蓄積が乏しく、確定していない。 

・ 日本新聞協会は知財計画 2026 に向けた意見（2025 年 12 月 23 日）で、RAG で使う「知識

データ」の透明性確保、robots.txt 用ユーザーエージェント公表の義務化、47 条の 5 第 1 項

2 号への機械可読オプトアウトの導入を求めた[81]。知財計画 2026 がプリンシプル・コード

（仮称）の制定を打ち出したことで[65]、今後は「法改正」より先に「透明性のソフトロー」

が実務の基準になる可能性が高いとみる（見解）。 

・ 国産 AI にとっての含意は二つある。日本の柔軟な 30 条の 4 は学習の面で開発者に有利であ

る。他方で、透明性コードへの対応により、海外大手より先に信頼を獲得できる余地があ

る（見解）。 

5-2. 差別化資産としてのデータ・ノウハウ・特許（見解） 

・ モデルそのものはすぐに陳腐化する（Sakana Fugu はモデルを固定しない統率層で勝負して

いる[43]）。持続的な差別化要因は、①独自の現場データ（製造、医療、行政）、②評価デ

ータセットとベンチマーク、③ファインチューニングや RAG のノウハウである。①と③は、

特許よりも営業秘密（不正競争防止法）による管理が向く場合が多い。 
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・ 特許は、モデル内部よりも適用側（ロボット制御、製造プロセス、業務フロー）で取得す

る方が侵害を立証しやすく、価値が残る。AI Index でも日本の特許は「被引用は多いが範囲

が狭い」とされており[18]、ポートフォリオの幅を広げることが課題である。 

5-3. 経営層・知財部門の実務対応（推奨） 

1. AIモデル依存の棚卸しと BCP： 業務ごとに、どのベンダーのどのモデルに依存しているか

を一覧化する。そのうえで「停止・値上げ・規約変更・輸出管理」の 4 シナリオについて、

代替モデル（国産・オープンウェイト・オーケストレーション型）への切替手順を定める。 

2. マルチモデル設計を契約で担保： プロンプト、評価セット、RAG 用データを特定ベンダー

に縛られない形式で保有する。ベンダー契約には、学習への利用禁止、データの所在国、

提供終了時の通知期間を盛り込む。 

3. データの「AI-Ready 化」を知財戦略に組み込む： GENIAC の採択テーマが示すとおり、

現場データの整備は国の支援対象である[53,55]。営業秘密としての管理体制（アクセス制限、

秘密表示）を同時に整える。 

4. 機密度に応じたモデルの使い分け： 機密度の高い情報は国産・オンプレミス型（tsuzumi 2、

PLaMo、Sarashina3 など）、一般業務は海外フロンティアモデル、という二層構成を標準

とする。 

5. 透明性ソフトローへの先回り： プリンシプル・コード（仮称）や AI 基本計画の改定を注視

し[64,65]、自社の生成物の権利処理や学習データの開示方針を準備する。 

6. 権利行使の新しい仕組みを注視： 知財計画 2026 は、複数の権利者による集団的な権利行使

や証拠収集の円滑化を検討するとしている[66]。コンテンツやデータを持つ企業にとっては

交渉材料になり得る。 

6. 留保事項 

・ AI Index 2026 では、日本の注目モデル数、AI 特許の国別シェア、UAE の 2025 年投資額を

確認できなかった（国別の詳細は Global Vibrancy Tool の今後の更新待ち）。民間投資 14

位はチャートの並びからの読み取りである[1,18]。 
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・ IFR の 2026 年 9 月公表値では、日本の 2025 年ロボット設置数は 36,219 台（19%減）で米

国（約 38,500 台）を下回り、3 位に後退したとされる[82–84]。本文の「世界 2 位」は 2024 年

データに基づく記述である。 

・ Noetra の設立時期は報道により「2026 年 1 月」「4 月」と食い違いがある[10,85]。経産省の

支援額（初年度 3,873 億円、5 年で最大約 1 兆円）は複数の報道で一致している[9,86]。 

・ 国産モデルの性能値は主に開発元の公表値である。富士通 Takane の開発方式の詳細、AI 基

本計画改定版の最終内容は、本調査では一次資料で確認できていない。 

・ 出典の差し替え・削除（前回要約版からの変更点）： 「Japan Times（2026 年 7 月 1 日）」

として記載した経産相発言と支援額は、同内容の AFP 配信記事[70]で確認し、出典を差し替

えた（Japan Times 原記事の URL は未確認）。「Forbes（2026 年 7 月 15 日）」を出典と

した「半導体 68 兆円」は裏付けを得られなかったため削除し、成長戦略の数値は国内報道

[68,69]に差し替えた。Microsoft の対日投資は「Microsoft Source Asia」の原文 URL を確認で

きなかったため、国内報道[58,59]を出典とした。 

・ 著作権法 30 条の 4 の但書の解釈は確定しておらず、個別事案では専門家の判断が必要であ

る。 

・ 一部の数値は二次報道（日経、ビジネス+IT、各種解説記事）経由であり、一次資料の全文

は確認できていない。日本経済新聞等の有料記事は、検索で確認できた範囲の情報に依拠

している。 
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